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１．研究計画の概要 
英語史における再構成、特に不定詞節と小

節に見られる再構成の分布について調査を
行い、英語史における再構成の歴史的変遷を
明らかにする。そして、生成文法理論の枠組
みに基づいて、英語史のある時期になぜ再構
成が消失したのかについて、不定詞節と小節
における機能範疇の出現という観点から説
明を試みる。 

 
２．研究の進捗状況 
 英語史における再構成、具体的には不定詞
節からのかき混ぜ、および小節における主語
と述語の倒置に関して、古英語から初期近代
英語までの電子コーパスを用いて調査を行
った。その結果、不定詞節からのかき混ぜは
古英語から 16 世紀まで観察され、小節にお
ける主語と述語の倒置は古英語から初期近
代英語まで観察されることが分かった。まず、
不定詞節からのかき混ぜについては、当初考
えていたよりも遅くまで観察されることが
判明し、さらに ECM 不定詞節とコントロー
ル不定詞節の区別が重要であり、ECM 不定
詞節の場合にはかき混ぜではなく目的語転
移の可能性が高いと思われる。この結果に基
づいて、コントロール不定詞節からのかき混
ぜが 16 世紀中に消失したのは、機能範疇 T
が確立したことにより不定詞主語の PRO が
義務的に現れるようになったためであると
結論付けた。理論的な説明としては、A 移動
としてのかき混ぜが不定詞主語 PRO を越え
て適用できないこと、また PRO が義務的と
なったために vP がフェイズとなり、それを
越えるかき混ぜが適用できないことが考え
られる。次に、小節における主語と述語の倒

置については、古英語から初期近代英語まで
は小節述語の左方移動により倒置が生じる
ことが可能であったために、現代英語よりも
広く倒置が観察され、さらに小節述語全体の
左方移動とその主要部のみの左方移動の 2種
類の左方移動があることが分かった。そして、
2 種類の左方移動が消失したのは、機能範疇
Pred(ication)が 18 世紀中に確立したことに
より、小節がフェイズとなったためであると
考えられる。   
 
３．現在までの達成度 
①おおむね順調に進展している。 
 電子コーパスを用いた独自の調査により、
英語史における再構成の分布を明らかにす
ることができ、生成文法の枠組みに基づいて、
機能範疇の出現という観点から説明する可
能性を提示することができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 再構成の歴史的変遷にとって重要である、
機能範疇 T と Pred の出現の動機付けについ
て考察し、上記の理論的説明をさらに強化す
るとともに、これまでの研究の全体的総括を
行う。 
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